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蕊

告醐

浦
洲
雌
火
州
地
盟
約
悲
報
骨
(
大
正
四
舛
)

野
口
何
桁
淡
岡
地
封
説
明
沓
(
大
正

]
四
郎
)

凪
凧
城
樹
怖
及
同
地
鰐
散
朋
沓
(
昭
利
二
年
)

遮
光
串
良
に
狂
接
す
る
仰
謂
低
位
椎
嘩
平
原
と
そ
の
紙
桃
獣
に
試
て
'
地
和
畢
評
論
節
桝
谷
'
九
二
九
-
九
四
〇
許
'
昭
利
三
中

大
利
付
山
地
質
案
内
略
氾
'
中
日
文
化
協
骨
発
行
｢
大
利
仰
山
し
こ
ハ
-
倒
六
好
'
昭
利
託
畔

地
桝
的
に
軌
た
大
利
仰
山
､
同
話
四
七
-
六

五
貫

準
平
原
の
地
形
計
測
的

一
考
察
､
地
秋
単
称
給

大
谷
､
五
二

〇
-
五
二
五
冗
'
昭
利
誠
咋

酌火
州
大
利
仰
山
に
於
け
る

片
腕
岩
と
釆
且
糸
球
J:方
Lb
と
の
鯛

係
に
就
て
'
小
川
珠
i:
帖
i
i
迎
併
祉
念
地
騨
諭
粒
'
昭
和
五
中

軸
米
州
企
州
附
近
ノ
地
蟹

.I
就
テ
'
施
術
工
科
大
喫
稚
拙
日
新

1
各
節

-
雛
､
昭
和
五
昨

春
犬
飼
桁
及
同
地
戯
批
判
者
(
昭
利
六
咋
)

O
n
th
e
M
e
so
z
o
ic
a
n
d
T
e
r
tiar
y
C
ru
stat
M
o
vem
ents
in

the
内
u

an･tun
g
Province.

S
o
u
t
h
A
h

nch弓
ia
,
P
ro
c
･

Imp
er
･
A
cad･V
lZ
(1931)一
N
o
,
7･

閥
火
州
企
州
川
水
子
関
の
他
部
に
就
て

'
旋
肘
工
科
大
尉
報
せ
鮮
一
各
節
凹
挑
'
昭
利
六
年

的
水
川
の
琵
且
系
(
摘
饗
)
'
地
質
離
郷
港
'
昭
利
七
舛

蒲

洲

の

気

候

直

入

江

久

夫

一
地
方
の
自
然
乃
至
文
化
景
観
を
制
定
せ
ん
と
す
る
に
常

-lエ
利
便
は
そ
の
基
礎
修
件
を
な
す
｡
本
文
は
備
洲
の
景

観
的
研
究
の

一
前
提
と
し

ての
東
棟
を
低
調
す
る
を
目
的
と
す
る
O



従
氷
の
東
棟
閲
の
代
表
的
の
も
の
は

W
･
1{6
ppen
の
乗
弧
､
甜
菜
を
要
素
と
す
る
も
の
P

a

u
l
H
irth
.
D
e

A
q
a
rton
n
e
等
の
乾
燥
度
は
よ
る
分
類
､
敢
近
試

み
ら
卓
LJ
C
･
W

.
T
h
ornt
h

w
a
ite

の
解
物

の
成
長
と
気
候

に

関
す
る

L
ivin
的
StOn

の
龍
を
基
と
し
た
蒸
礁
量
と
束
弧
及
蒸
馨
畳

と
降
水
量
に
閲
す
る
係
数
を
求
め
こ
れ
は
依
る

分
類
等
が
あ
る
｡
無

し

1
地
方
的
東
棟
筒
の
分
類
に
通
用
す
る
ほ
十
分
な
る
も
の
と
す
る
rJ
と
は
出
水
を

い
｡
叉
､
､

T
h
r

onthwai
te
の
蒸
費
畳
の
観
測
夜

き
地
方
に
封
す
る
菊
池
及
降
水
量
と
蒸
敬
量
は
闘
す
る
係
数
を
求
め
る
方
法

は
満
洲
に
於
で
は
座
州
す
る
乙
と
は
出
来
な

い
.
地
方
的
の
束
備
置
は
米
図
に

K
6ppen
の
方
蔭
を
基
礎
と
し
た

も
の
が
あ
-,/

日
本
に
関
し

ては
田
中
啓
爾
氏
'
福
井
英

一
郎
氏
が
試
み
又

Sander
及

Stam
p
の
分
類
が
あ
る

何
れ
も
気
温
'
降
水
量
を
妻
素
と
し
て
居
る
｡
猫
特
を
束
侠
型
式
を
有
す
る
溝
洲
に
乙
れ
ら
の
方
法
を
英
機
適
用
出

来
な

い
乙
と
は
常
然
で
あ
る
O
即
束
準

降
水
華

大
陸
的
気
候
の
限
界
を
主
要
素
と
し
て
武
侠
笹
を
制
定
せ
ん
と
す

る
所
以
で
あ
る
｡
其
他
の
気
候
附
子
は
各
地
大
差
を

さ
か
叉
は
乙
の
莱
備
置
に
依
-
或
確
度
迄
満
洲
に
於
で
代
表
し

得
る
と
信
ず
る
｡

[
'
筑
弧
に
就
て
の
分
類
は

K
6p
p
en
の
方
法
は
依
-
北
浦
問
項
地
方
の
嘉
備
公
式

D
bw
即
最
裳
の
月
の
乗
洩

零
下
三
度
以
下
澱
暖
の
月
の
平
均
来
航
が

一
〇
度
以
上
で
且
二
二
度
以
下
で
四
ケ
月
以
上
平
均
東
独
が

一
〇
度
以
上

で
あ
ゎ
乾
燥
期
は
冬
で
あ
る
地
方
と
'
塵
-
の
束
侯
公
式

I)a
w

在
る
敢
塞
月
の
平
均
菊
池
幕
下
三
度
以
下
敢
暖
月

の
卒
均
気
湿
が
二
二
疫
以
上
で
乾
燥
期
は
冬
凍
る
地
方
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
｡
D
b
w

の
地
方
は
森
林
の
分
布

と

1
致
し

D
a

w

は
軍
拡
性
の
地
雅
に
ょ
-,h
占
め
ら
れ
て
居
る
｡

(

聞

1.)

二
､
降
水
量
に
つ
き
虹
に
細
分
す
る
に
溝
洲
金
憶
の
雨
期
は
夏
で
あ
る
乙
と
は
前
述
の
如
-
で
あ
る
が
､
年
雨
曇

沸

洲
牌
範
倣

拓

毒
千

三
三



節

他

紙

貰

一画

(N
～

T･
TT
..～.用
布
硯

叫
吾
･4,I)

妨
十
八
谷

節
四
批

二
志

三
m

は
南
東
よ
-
北
西
に
減
少
す
る
傾
向
を
有
し
､

五
〇
〇
先
の
等
粕
登
録
を
溝
洲
に
於
け
る
乾
燥

地
と
協
澗
地
の
限
界
と
覆
す
｡
夏
季
に
於
け
る

1
時
的
の
降
雨
と
蒸
磯
の
盛
ん
な
る
こ
と
が
成

年
の

一
膝
件
と
在
る
天
然
背
進
の
草
原

(
城
旬

千
)
及
湖
(
城
拍
子
)が
五
〇
〇
粍
の
等
雨
量
線

を
限
界
と
し
て
そ
の
北
西
に
分
布
し
て
屠
る
.

(
同

一
)
蒸
夜
景
に
鞠
し
て
尭
文
鎮
道
沿
線
の

材
料
を
敏
-
故
に
正
確
を
糊
す
る
rJ
と
は
揖
凍

な

い
が
､
大
階
に
於
で
五
〇
〇
粍
の
等
雨
量
線

の
北
関
都
は
於
て
著
し
-
増
加
し
て
居
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
｡
遼
河
流
域
の
ア
ル
ヵ
-
土
壌

骨
は
上
流
の
天
然
曾
遊
の
流
下
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
農
業
上
か
ら
見
る
と
五

〇
〇
粍
の
年
降
雨
量
は

一
般
に
柵
花
栽
培
の
最
小
修
件
で
あ
り
､
且
又
南
部
に
於
で
は
農
耕
地
と
牧
畜
地
の
限
界
に
大
磯

1
致
す
る
｡

三
'
溝
洲
金
鰭
大
陸
的
気
候
に
儀
す
る
｡
即
気
温
の
年
較
差
は
二
〇
度
以
下
の
土
地
を
-
敢
小
は
旅
順
の
二
八

･

七
鹿
で
あ
る
｡
H

ann
に
よ
る
裾
洋
的
気
候
は
南
部
遼
東
半
島
の

1
部
に
限
ら
れ
て
居
る
が

A
.
Sup
an
の
･大
陸
的

京
依

(L
andklim
a
)
と
超
大
陸
約
束
僻

(E
x
zessiv
es
L
and
kli
n
a)
と
の
限
界
線
J
J年
棟
差
四
〇
度
の
線
に
取



..r.

.

,IW節

-
ー
南
北
に
満
洲
を
分
つ
｡
亜
大
陸
的
気
低
は

冬
の
避
ru
の
中
心
を
示
す
も
の
で

W
erch
?

3'a
nsk
(
六
五
･九
度
),<LJ中
心
と
し
て
居
る
｡

前
述
の
如
-

K
6p
p

e
n

の
分
類
HLJ韮
と
し

降
水
畳
'
菊
池
披
差
に
よ
少
溝
洲
の
気
候
を
六

分
し
た
｡

(
同
二
)其
各
京
確
固
を
.再
考
す
る
に

一
㌧
北
満
高
原
匿
､
北
満
の
北
開
大
興
安
瓶

に
起
り
北
部
小
興
安
城
を
含
み
北
東
部
に
終
る

疎
林
及
密
林
の
蔽
ふ
地
方
で
t
,J
机
が
露
領
は

人
ら
轡
粕
し
て

二
､
兼
部
高
原
筒
を
作
か
､
南
部
は
朝
鮮
に

A

-㌔三
､
四
､
白
頭
山
を
中
心
と
し
て
神
び
衷
は
れ
で
居
る
｡

二

と
同
戚
森
林
の
液
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

北
浦
平
原
置
､
北
満
南
瓜
匿
の
前
に
接
し
輩
tiS
性
の
土
地
で
あ
る
O

総
花
江
流
域
笹
､
北
東
よ
-
南
村
に
細
長
さ
形
を
倒
し
て
居
る
｡
此
の
形
状
は
商
閣
風
の
影
智
す
る
乙
と
が

大
で
あ
る
｡

五
'
蒙
主

局
即
位
､
乾
燥
地
h
l有
し
砂
丘
が
轟
々
に
作
ら
れ
る
.

六
､
南
硝
卒
掠
匿
'
農
耕
地
焼
-
塵
々
ほ
錐
林
を
混
ず
る
｡

油

洲

跳

如

恨

拭

二七
㍊

三

..i;
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